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①  

6/16

(日) 

総
会
＆ 

 
 
 

 
 
 

の
危
機
を
考
え
る
会 

＠
越
谷
市
中
央
市
民
会
館
５
階
４
，
５
，
６
会
議
室 

 

総
会
/

１３
時
～
１４
時 

 

職
場
参
加
の
危
機
を
考
え
る
会
/

１４
時
２０
分
～
１６
時
００
分 

３
日
通
い
始
め
、
よ
う
や
く
歩
け
る
よ
う

に
な
り
、
時
々
顔
を
見
せ
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。 

 

街
づ
く
り
に
、
県
庁
内
福
祉
の
店
か
っ

ぽ
に
、
わ
ら
細
工
に
、
そ
し
て
た
そ
が
れ

世
一
緒
管
理
人
と
し
て
動
き
回
っ
て
き
た

電
動
車
い
す
ユ
ー
ザ
ー
・
樋
上
さ
ん
も
、

股
関
節
の
痛
み
が
強
く
、
ア
パ
ー
ト
か
ら

外
へ
出
る
の
が
困
難
な
日
も
あ
る
た
め
、

電
話
で
も
い
い
か
ら
朝
声
を
か
け
て
く
れ

る
人
を
募
り
、
そ
の
声
に
支
え
ら
れ
て
出

か
け
る
日
々
。 

 

金
曜
当
番
の
友
野
さ
ん
は
、
持
病
の
喘

息
で
出
て
来
れ
な
い
日
が
増
え
て
い
る
よ

う
で
す
。 

 

そ
ん
な
中
、
て
ん
か
ん
発
作
を
告
知
し

な
が
ら
障
害
者
や
高
齢
者
の
介
護
を
し
て

い
る
ふ
く
ち
ゃ
ん
こ
と
吉
原
さ
ん
が
、
昨

年
か
ら
水
曜
の
当
番
に
入
る
よ
う
に
。 

 

な
お
、
先
日
か
ら
、
職
場
参
加
ビ
ュ
ー

ロ
ー
・
世
一
緒
の
壁
に
、
龍
弓
士
さ
ん
の

ア
ー
ト
作
品
が
掲
げ
ら
れ
、
ご
本
人
や
知

人
の
方
が
、
時
々
鑑
賞
に
来
ら
れ
て
い
ま

す
。
ご
本
人
は
統
合
失
調
症
で
、
ほ
と
ん

ど
外
出
さ
れ
ず
、
自
宅
で
制
作
を
続
け
ら

れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
世
一
緒

の
前
を
通
り
か
か
っ
た
ら
、
作
品
を
味
わ

っ
て
み
て
は
。 

フ
ェ
や

L
o
v
e
 S

h
ira

k
o
b
a

to
 

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
は
じ
め
、
ユ
ニ
ー
ク
な
形
で
地
域
を

耕
し
て
い
ま
す
。 

 

と
は
い
え
、
メ
ン
バ
ー
の
高
齢
化
、
重
度

化
は
刻
々
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
一
年
で
、

法
人
、
と
り
わ
け
本
部
の
こ
れ
か
ら
を
ど
う

す
る
か
決
断
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
当
法
人
は
六
年
前

に
、
法
定
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
拠
点
と
し
て
、

せ
ん
げ
ん
台
「
世
一
緒
」
を
開
所
し
て
お
り
、

そ
こ
で
は
次
世
代
の
障
害
者
や
支
援
者
た

ち
が
独
自
の
「
職
場
参
加
」
の
実
績
を
積 

 
 

 
 

 
 

 

 

こ
ん
な
風
に
、
職
場
参
加
ビ
ュ
ー
ロ
ー
・

世
一
緒
は
、
満
身
創
痍
の
中
か
ら
、
こ
の
今

だ
か
ら
こ
そ
の
発
信
を
続
け
な
が
ら
、
新
年

度
を
迎
え
、
こ
の
１
年
間
は
あ
ら
ゆ
る
工
夫

を
し
な
が
ら
続
け
て
ゆ
く
こ
と
を
確
認
し
て

い
ま
す
。
と
同
時
に
、
変
わ
り
ゆ
く
状
況
を

み
つ
め
、
自
ら
を
ふ
り
か
え
り
な
が
ら
、
次

世
代
へ
託
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

そ
し
て
、
次
世
代
と
い
え
ば
、
就
労
継
Ｂ
型 

事
業
所
せ
ん
げ
ん
台
「
世
一
緒
」
を
足
場
と 

し
て
、
職
場
参
加
、
社
会
参
加
へ
一
歩
を
踏 

み
出
し
た
通
所
者
た
ち
や
支
援
者
、
ご
家
続 

の
方
々
の
顔
が
浮
か
ん
で
き
ま
す
。 

お
つ
き
あ
い
と
し
て
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば

か
り
の
方
々
も
お
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
１
年

の
間
に
互
い
に
知
り
合
い
、
伝
え
ら
れ
る
こ

と
は
余
さ
ず
伝
え
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す 

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
と
い
う
制
度

の
利
点
と
と
も
に
縛
り
も
あ
る
中
で
、
制
度

の
枠
外
で
の
地
域
の
様
々
な
団
体
、
個
人
、

そ
し
て
自
治
体
等
の
応
援
を
受
け
な
が
ら
、

さ
ま
ざ
ま
な
顔
と
顔
が
つ
な
が
り
、
一
緒
に

苦
労
し
な
が
ら
共
に
生
き
る
職
場
・
地
域
を

ひ
ら
い
て
ゆ
け
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

当
面
す
る
「
職
場
参
加
の
危
機
」
を
み
つ

め
、
危
機
の
底
か
ら
「
共
に
生
き
・
共
に
働

く
」
明
日
を
育
て
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

総
会
と
そ
の
後
の
「
危
機
を
考
え
る
会
」

へ
ど
う
そ
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 

職
場 

参
加 

 

会
員
、
読
者
の
み
な
さ
ん
、
い
か
が
お
過

ご
し
で
す
か
。 

 

当
法
人
は
発
足
か
ら
二
〇
年
を
越
え
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
当
法
人
の
本
部
と
し
て
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
越
谷
は
す
向
か
い
の
職
場

参
加
ビ
ュ
ー
ロ
ー
世
一
緒
を
運
営
し
て
き

ま
し
た
。
主
に
退
職
後
や
在
宅
の
障
害
者
が

当
番
で
支
え
、
地
域
の
み
な
さ
ん
の
応
援
で

維
持
し
て
き
ま
し
た
。 

 
こ
の
世
一
緒
の
ひ
ら
か
れ
た
、
そ
し
て

ゆ
っ
た
り
し
た
雰
囲
気
を
特
徴
づ
け
て
き

た
の
は
、
日
替
わ
り
当
番
や
常
連
の
多
く

が
退
職
後
等
の
障
害
者
ス
タ
ッ
フ
た
ち
で

占
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
（B

R
U
I
T
U
S

に
も

載
っ
た
し
ら
こ
ば
と
笛
の
絵
付
け
作
家
た

ち
で
す
）。 

 

し
か
し
、
昨
夏
以
降
、
そ
の
人
た
ち
の

入
院
や
そ
の
後
の
入
所
と
い
っ
た
状
況
が

続
き
、
ま
だ
残
っ
て
い
る
当
番
ス
タ
ッ
フ

た
ち
の
中
に
も
体
調
不
良
で
休
み
が
続
く

と
い
っ
た
状
況
が
生
じ
て
い
ま
す
。 

月
曜
当
番
だ
っ
た
佐
藤
秀
さ
ん
は
、
高

熱
で
緊
急
入
院
後
、
お
泊
り
デ
イ
か
ら
サ

高
住
に
入
居
し
ま
し
た
。 

 

常
連
の
癸
生
川
さ
ん
は
、
道
路
で
転
倒

し
た
後
硬
膜
下
血
腫
で
緊
急
入
院
し
、
遷

延
性
意
識
障
害
と
な
っ
た
ま
ま
で
す
。 

 

同
じ
く
常
連
の
水
島
さ
ん
は
、
入
院
後
体

力
が
落
ち
、
リ
ハ
ビ
リ
入
院
後
、
一
人
暮
ら

し
に
復
帰
し
、
新
た
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
週

３
日
通
い
始
め
、
よ
う
や
く
歩
け
る
よ
う
に

な
り
、
時
々
顔
を
見
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。 
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NPO法人障害者の職場参加をすすめる会 

第１部 2024年度定期総会 
６月１６日(日) 

越谷市中央市民会館５Ｆ 

 第４、５，６会議室 

１３：００～１４：００ 

 開会の挨拶 

市長メッセージ 

＜議 事＞ 

2023年度事業報告 

    決算報告 

    監査報告 

2024年度事業計画案 

    予算案 

定款変更 

役員選出 

閉会の挨拶 

 

第２部 ＜ワークショップ＞ 

職場参加の危機を考える会 
６月１６日(日) 

越谷市中央市民会館５Ｆ 

 第４、５，６会議室 

１４：２０～１６：００ 

ワークショップは会員以外の方も歓

迎します。 

私にとっての「職場参加の危機」っ

て？「職場」、「地域」の側からの「危機」

は？ 

会員の中には手で話す人や、場の雰囲

気で自分なりに感じ取る人もいます。い

ろんな人が一緒にいて、知り合い、伝え合

う場をめざしたいです。 

（参加費無料、カンパ制） 

定期総会  そして・・・・. 
ワークショップ 

「職場参加の危機を考える会」 

2023 年度会費、寄付ご納入ありがとうございました。 
(五十音順、敬称略) 

【正会員会費】青木繁明、阿久津康仁、朝日雅也、有竹和子、伊藤峰子、内野かず子、大坂冨男、大田ちひろ、大

塚眞盛、沖山稚子、尾谷英一、黄川田仁志、木下恭子、越野操、小森陽子、佐藤邦弥、佐藤秀一、澤則雄、清水泉、

清水泰代、竹迫和子、巽孝子、巽優子、谷崎恵子、辻浩司、辻彩子、友𡌛由紀恵、中山佐和子、西陰博子、野村康

晴、長谷川顕、幡本洋子、原和久、原田真弓、樋上秀、日吉孝子、正木敬徳、松尾晃史、松山美幸、水谷淳子、水

谷浩志、谷塚祥子、山﨑かおる、山﨑泰子、山﨑有子、山田裕子、吉田久美子、吉原広子 

 

【賛助会員会費】上野豪志、大武昭、及木聡、川口裕之、佐藤恵美子、島根淑江、津崎悦子、並木理、森田譲二、

山崎茂 

【団体会員】くらしセンターべしみ、NPO 法人共に生きる街づくりセンターかがし座、春日部市障害者生活支援セ

ンターえん、CILわらじ総合協議会、精神障害者の自立生活をすすめる会 
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福祉サービス事業で「共に」をめざす「矛盾」について 

朝日 須賀さんから矛盾があるとのお話をいただき、

山下さんからも法人として公的な事業を担っていく難

しさがあると伺った。須賀さんの場合、もしかしたら

組合員として働く人の給料と利用者として働く人の工

賃との差なのかもしれませんが、そこはどう考えるべ

きでしょうか。 

 

田嶋 わっぱの会なんかは、丸ごとお金をいったんプ

ールして、働く人と利用者に分け隔てなく分配金とし

て配る方法もあるだろうと言っていた。でも、それは

相当な合意がないと困難。そういう合意にいたるプロ

セス自体、私たちはできていない。たとえば A 型の問

題でいうと、A 型は雇用契約を結んでいるので組合員

にしなくちゃいけないんじゃないかという声を、きょ

うされんや共同連の方からいただいた。だがそれなら

むしろ A 型の制度そのものを改革すべき。 

 また、第３のやり方として、イタリアの協同組合の

ような、たとえ組合員にならなくても、就労困難者が

働く人の３割いれば、一定の助成が出たり公共調達が

できる、その中で対等平等の賃金を払えるように、制

度を変えていかないといけない。 

 

朝日 須賀さんは今のお話を聞かれて、矛盾について 

あらためて思われたことはありますでしょうか。 

 

須賀、事例で紹介した一人は、支援学級や学校ではなく、

普通の小・中学校を出て、高校も何度もやり直しをして

卒業した。できることは限られているが、他の組合員と

同じ給料をもらっている。 

 豆腐工房の経営が厳しくて１回規模を縮小した時に、

失礼かもしれないけど、福祉制度を勧めようと思い親

御さんと話した。その時親御さんに「いままで非常勤で

働いていたので税金を払って来なかった。でもワーカ

ーズコープで働いて、ようやく自分で保険料、税金を払

えるようになってすごくうれしい」と話された。 

そういう仲間を支えていくのが、この職場なんだと。

そういう矛盾もありながら、でもどこかで折り合いを

つけていくのもこの職場の役割だし。矛盾は尽きない

が、その矛盾をどう超えられるか、どう各々が折り合い

をつけられるかが大事なのかなと思った。 

 

  

共に働く街を創るつどい 2023・パネルディスカッション 

地域共生めざす市民事業―直面する諸課題とどう向き合うか 
―労働者協同組合法施行後１年の報告を受けて考える    （前号のつづき） 

 

パネリスト： 須賀貴子さん（労働者協同組合ワーカーズコープ・センター事業団埼玉事業本部埼玉西南地区

エリアマネージャー）、青山享美さん（越ヶ谷こどもカフェ食堂ぽらむの家代表）、山下浩志さん（NPO法人障害

者の職場参加をすすめる会事務局長）、田嶋康利さん（日本労働者協同組合連合会専務理事） 

コーディネーター： 朝日雅也さん（埼玉県立大学名誉教授） 
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朝日  矛盾に対して、白か黒かではなく、その人のそこ

に至るまでの生活状況や思いとも協同すると。 

では、青山さん、ずばりどういう法人化を検討され

ておられますか？ 

 

青山  いま、NPO か一般社団がで動いている。種買

いがあるとかないとか関係なく、ここにはどなたでも

参加できる。任意団体で子ども食堂をやってる立場か

ら言うと、あの子は障害があるとか、あの子は〇〇だ

よっていうところが気持ち悪いと思っている。教育現

場がこの子は支援級、この子はここに入れない子、健

常者って分けてること自体が、すごく違和感がある。 

 

朝日 山下さん、さきほど、NPO は福祉、教育、文化

活動等含めて非営利の活動に向き合っていく、一方労

働者協同組合は働くことを通してそれらの課題に向き

合っていくということで、今日は綿密な振り返りをい

ただいたが、今の当会が置かれている現状の中で、労

働者協同組合の考え方をどうとりいれてゆきますか。 

 

山下 労働者協同組合は世界的にさまざまな取り組み

がなされており、学んでいきたい。私も学生時代から

社会運動に参加したが、ひとりひとりが地域の中で他

の人とどんな関係を結んでいるのか、そこで働きあう

ことを経済とすれば、そのことを考える積み重ねがな

いと政治も変わらない。一時的に変わったとしても、

けっきょく元の木阿弥になるんじゃないかということ

を痛感している。田嶋さんのお話しの中にあった、イ

タリアの協同組合の「誰も普通じゃない」という言葉

は名言だと思った。 

 

朝日  田嶋さんのお話の中で「オルタナティブ」と

いうのは「もう一つの働き方」という意味だと思いま

すが、田嶋さんこのあたりはいかがでしょう。 

 

田嶋 かって社会運動といえば権力を交代するといっ

た発想になりがちだった。その失敗がソビエト社会主

義連邦だったのではないか。宇都宮健児さんが、いろ

んな団体の中でどういう運営や取り組みをしているの

か、それが社会となった時に試されていると言われ

た。その通りだと思う。また、労働者協同組合の組合

員である以前に地域の住民としての自覚を高めなけれ

ば、職場だけの協同になってしまう。 

 

朝日 山下さんのご意見とも共通して、たとえば障害

者就労であれば雇用・就労の制度ももちろん意識しな

ければいけないが、それを変えるには地域を通した仕

事や関わり合いであり、職場参加という所から、地道

ではあるがそこから発信していく大切さを感じた。 

 では、終わりに１人３０秒ずつ、メッセージを。 

 

田嶋 職場参加というテーマだが、参加する職場がど

ういうところかが問われているのではないか。アメと

ムチで働かせる職場なのか、働いている人間たちが１

人１票議決権が与えられてモノを言える職場なのか。

その民主主義と自治を職場につくるのが協同労働・ 

 

山下 青い芝の代表だった横塚さんが、「障害者が介護

を受けるときに、ちょっと腰を浮かすのは労働だ」と

言ったことを前に批判的に書いたが、あらためて今大

事なことを言っていたなと思った。 

 

須賀 今日皆さんの話を聞いていて、分断をどううず

めていくのかが非常に大事だと思った。協同労働って

よくわからない難しい働き方だと思うが、分断を埋め

る仕組みだと思うので、これからも頑張ってゆく。 

 

青山 まずは一人一人が目を見て挨拶するとか、忘れ

ていたようなことを、みんながちょっとずつ、それを

やれば・・・。誰が隣に住んでいるかわからないじゃ

なくて、自分以外の人を気にかけてみるってことをや

れば、温かい社会になっていくのではないかと思う。 

 

朝日 地域づくりを仕事にするという共通性、仕事が

地域を変えていくという展望、それを大事にしてゆく

ことが地域の中のコモン、社会的共有財産になる。当

会としては職場参加という考え方が、障害者だけでな

く「職場参加 for All 」、すべての人の職場参加という

視点だと。ジレンマも矛盾も多いかもしれないが、議

論のスタートに立てたと思います。   (完) 

 ③ 
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 よいしょの月曜日の当番をしていた佐藤秀一さんが、

高熱で緊急入院した。その後お泊りデイからサ高住に入

居。さらに水島さんも、入院後体力低下からリハビリ入

院を経て一人暮らしに復帰。新しくデイサービスに週三

回通い始めた。 

 二人とも地域と交流することが難しい状況にありな

がら、繋がりを維持できるように奮闘している。その二

人の現在の様子を、本人の言葉で紹介する。 

 

佐藤 秀一 

 これからは、よいしょのみんなによいしょに行って話

したりしたいです。よいしょだけじゃなくて、生活クラ

ブの人と蒲生で歩いたりすることがありました。ありが

とうと言いたいです。また参加したいと思っています。 

 自分の体のことについて、調子の悪い所は無いです。

ただ、足を引きずって歩いています。これからやりたい

ことは、みんなと歩いて、はやく働きたいです。 

 いま朝五時半には起きて、お母さんに自分から電話を

かけてます。毎日「おはよう」、変わりない、というこ

とを伝えています。親

族とか家族以外は面

会に来たことがない

です。でも、せんげん

台に 5 月の 16 日に行

きます。車で迎えに来

てくれます。 

最後に一言。みんなで、会いましょう。 

 

「私と入院生活」水島 茂治 

去年、11 月の日健身会クリニックにて、心ぞうの検査

を受て急せいじんぞうえんと判明しました。12 月の始

めに東京医科歯科大学病院に入院をいたしました。入院 

 

 

 

 

 

 

期間、約四週間じゃく入院し、その間じんぞうとかはん

しのストレッチをしてくれました。 

内容は、じんぞうは、約一週

間、残りの三週間はリハビリを

忠心にやってくれました。 

身体全部のリハビリとせい神

面のリハビをしてくれて助かり

ました。 

それでも準備期間、がありま

した。 

そして、入院生活、クリスマス、お正月をすごすとは

おもいませんでした。自分なりにショックを受けました。 

そうこうしてる間医科歯科大学病院の退院が決定を

しました。 

R 六年一月十五日に決定しました。 

退院では無、転院でした。 

その日の朝、九時四十分に退院しました。転院先は、

越谷新越谷病院にうつり、朝 10時 45 分ごろついたと思

います 

新越谷病院でのリハビリ生活が始まりました。自分の

中で、生れて始めての車いすにのるとおもわなかったで

す。約二週間、すごした。その間自分なりつらかったで

す。車イスの生活も終了し本格的にリハビリ開始。 

身体的にすごくかたかったのでとてつらかった。でも

パンツクツ下ズボが一人ではける様になったのはうれ

しかったです。新越谷病院も退院が決り、三月十五日に

決定。 

とてもうれしかったです 

また自分の生活の中で、デイサービスという生活が始

まり、三月二十六日、火曜日、開始になりました。店名

は、デイサービス さんすまいる。火木土周三日、これ

から自分の新生活が始まりました。又そのつど報告いた

します。 

 

佐藤さん・水島さん近況 

⑤ 
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せんげん台「世一緒」です！ 
ホーム | せんげん台「世一緒」 (sengendai-yoisyo.com) 

今日のキッチンとまとの弁

当は、長芋コロッケです。（大

野） 

あめあがりで、蚊がいるかなと

思ったけど、風が強かったから

いなかったね。（谷崎） 

ニンニクいっぱい取れたよ

ー（大野） 

⑦ 

GALLERY KOTOYA (せんげん台「世一緒」を併用し超短時間就労する大野さん撮影) 

 



２０２４年５月１６日発行 毎月 12 回（2 と 4 と 6 と 8 の日）通巻５４８６号 

1994 年 8 月 24 日第三種郵便物承認 

 

 

  

⑧ 



２０２４年５月１６日発行 毎月 12 回（2 と 4 と 6 と 8 の日）通巻５４８６号 

1994 年 8 月 24 日第三種郵便物承認 

 

 

 

 

 

 

●2024 年 4 月 17 日 大津敬さん(特定非営利活動法人 

精神障害者の自立生活をすすめる会 代表理事) 

 バンド経験から楽器に関する学校

へ行くも、仕事にするほどではない

と服飾系の会社で働く。結婚して、法

人の前代表の義父から後を継いでほ

しいと言われ、やってみることにし

た。働いてみて、障害者がいる世界と

いない世界があるなと。仕事を通し、無知から来る怖さ

みたいなものはなくなった。色々な人がいることを知れ

ば自分も楽になれると思う。志はまだないが、ゆるく関

わる中で精神障害があっても普通の人だよ、と伝えてい

きたい。 

●4 月 10 日 猪瀬 佳子さん（地域活動支援センター農

あぐり職員） 

 荻原さんと出会ったのは 10

数年前。代表を務めていた心

身障害者地域デイケア施設の

通所者として市から紹介され

た。荻原さんが初めて「制度」と出会ったのは、小学校

に支援学級ができた時。 「よくなったら戻れる」「社会参

加できる」と言うが、通常の学級とは全く違う授業を受

け、通常学級に戻れる筈もなかった。わくわくに来て、

猪瀬さんらの助言で、定時制高校を受験 ・合格し、思い

出深い 4 年間を過ごしたが、「障害とは」という疑問は

常に残っていた。 

●4 月 3 日 青山鉄兵さん（文教大学准教授） 

専門は教育学。文部科学省

「障害者の生涯学習の推進を

担う人材育成の在り方検討会」

委員を務めた。 

当会の会員で脳性まひの当

事者であるやっちゃんとは、ファミリーキャンプで一緒

に過ごした。20 年後、二人で時々飲むように。大学の手

話サークルで初めてろう者と出会った時、動機は不純な

方がいいかもと思った。通訳、奉仕に集中するというよ

り、ろう者の友達と飲み歩き、遊ぶことが楽しいからだ。

100 人の通訳者よりも、片言でもいい、1 万人の手話へ。

支援する―されるという関係ではない、ひっくり返った

関係が大事だ。 

 

 

●3 月 6 日 山﨑純子さん(元保育士) 

 市立保育所勤務の傍ら、

かつて福祉会館で開催さ

れた市民文化祭に参加。コ

ロナ１年目も、マスクをし

て間隔を取り、窓を開ける

等して、合唱した。 

合唱を始めてから５０年近く。子育てクワイエにも参

加している。こどもと一緒に何かやると、楽しい、もっ

と勉強したいと思う。学校はその単位、単位でまとまっ

た行動をする状況に陥りやすいが、子どものいろいろを

もっと認める社会であってほしい。若い人たちにも、ぜ

ひ夢中になれることを探してほしい。 

●2 月 28 日 大塚隆弘さん（せんげん台「世一緒」職

員） 

大塚さんの山との出会い

は故郷の山。修験道の霊山

として名高い英彦山は、親

と一緒に登ったりキャンプ

したりした。高校の校庭か

ら見えていた香春岳は、三

つの峰からなり、青春の思い出深い山。今は一つ目の

峰が石灰岩採掘で平らになってしまっている。 

 自分が実際に山に登るようになって感じた面白さ

は、見たことのない景色、テント生活の楽しさと食

事、頂上までたどり着いた時の達成感の三つ。 

●2 月 14 日 植田涼さん（自立生活センター所沢フ

ァントム代表理事） 

一社・埼玉障害者自立生活

協会の事務局長を務め、その

後 NPO 法人ソーシャルクリ

エイターズの理事を務める。

志果たせぬまま同法人解散

を迎え、今後を模索している。 

代表理事として、コロナ前はミュージックフェアを

開催。実行委員会を立ち上げ、会場確保にも足を運ん

だ。現在母が認知症になり、生活の場所に悩んでい

る。自宅に戻るのは無理か、でも自分で見たい、自宅

をカフェにして、お客さんと一緒に母を見ることがで

きないか、など、悩み、夢を語り、また悩む。とつと

つと語った。 

 

 
⑨ 
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あ
れ
と
祈
る
思
い
で
、
4
名
。
吉
田
、
白
石
、

大
内
青
木
、
さ
ま
ざ
ま
の
方
々
で
す
。 

 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
中
古
車
を
、
か
っ
て
か
ら

遊
行
が
多
く
横
浜
中
華
外
や
イ
チ
ゴ
狩
り
な

ど
お
金
に
よ
ゆ
う
の
あ
る
方
た
ち
。 

私
は
け
し
て
元
気
で
は
な
い
か
も
知
れ
な

い 

じ
ん
ぞ
う
に
、
か
か
っ
て 

ま
だ
い
ろ
い

ろ
な
薬
と
う
を
の
ん
で
い
る
か
ら
か
そ
う
ふ

う
に
み
て
と
れ
る
。
余
り
き
に
し
な
い
様
に
し

て
い
る
。
小
さ
い
子
供
を
見
て
、
元
気
な
自
分

に
な
れ
る
。 

   

N.

S 

 

私
は
今
、
ク
ロ
ー
ズ
で
、
と
あ
る
病
院
の
看

護
助
手
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。
入
職
し
て
か

ら
3
カ
月
経
ち
ま
し
た
。
今
と
て
も
苦
し
い

で
す
。
ど
ん
な
に
心
が
辛
く
て
も
、
ク
ロ
ー
ズ

の
の
為
、
誰
に
も
弱
音
や
相
談
が
職
場
の
人
に

出
来
ま
せ
ん
。
た
だ
ひ
た
す
ら
、
も
が
い
て
週

5
日
ぐ
ら
い
働
い
て
い
ま
す
。
で
も
、
悪
い
事

ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
看
護
助
手
の
仕
事

を
し
て
、
毎
日
患
者
様
の
笑
顔
が
す
ご
く
嬉
し

い
で
す
。
仕
事
を
覚
え
る
の
も
、
心
を
安
定
さ

せ
る
の
も
す
ご
く
大
変
で
辛
い
で
す
が
、
も
う

少
し
頑
張
っ
て
み
よ
う
か
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
7
時
45
分
か
ら
17
時
30
分
す 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

      

〒344-0023 埼玉県越谷市東越谷 1-1-7 須賀ビル 101 世一緒内（ハローワーク斜向かい） 
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ＮＰＯ法人障害者の職場参加をすすめる会 

 

 
                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 

  
 
 
 
 
 
 
 

友
の 

由
紀
恵 

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
月
よ
う
日
、
か

い
ぎ
に
で
て
い
ま
す
。
で
て
、
リ
ハ
ビ
リ
へ

な
ん
ぶ
こ
う
せ
い
び
ょ
う
い
ん
い
っ
て
ま

す
。
火
よ
う
日
、
パ
タ
パ
タ
ま
で
と
も
だ
ち

と
い
っ
し
ょ
に
2
人
で
ま
い
し
ゆ
う
い
く

と
き
だ
け
そ
う
げ
い
し
て
い
ま
す
。
そ
の
あ

と
べ
し
み
17
じ
す
ぎ
ま
で
い
て
え
き
ま
で

お
く
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
月
一
回
の
だ

い
ち
す
い
よ
う
日
は
前
の
月
、
と
う
ば
ん
で

し
た
こ
と
の
、
と
う
ば
ん
か
い
ぎ
に
で
て
い

ま
す
。
木
よ
う
日
、
17
じ
す
ぎ
ま
で
い
て
、

え
き
ま
で
お
く
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
金

よ
う
日
、
10
じ
か
ら
16
じ
ま
で
こ
し
が
や

よ
い
し
ょ
の
と
う
ば
ん
で
き
て
ま
す
。
土
よ

う
日
、
日
よ
う
日
は
、
か
つ
ど
う
が
お
や
す

み
な
の
で
、
た
り
な
い
も
の
と
か
い
も
の
に

が
く
せ
い
と
か
、
あ
さ
の
か
い
じ
ょ
の
人
と

か
い
も
の
に
い
っ
し
ょ
に
い
っ
て
い
ま
す
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青
木 

繫
明 

 

生
活
が
、
ら
く
ら
く
の
時
は
、
お
茶
会
み

た
い
に
3
～
4
人
で
朝
マ
ッ
ク
と
小
一
時

間
ぐ
ら
い
待
合
せ
を
し
た
り
し
て
、
お
互
い

の
気
分
や
、
健
康
相
談
の
話
し
を
し
た
り 

2
日
～
3
日
ぐ
ら
い
健
こ
や
か
な
身
体
で

あ 

     

世
一
緒
ス
タ
ッ
フ
日
記 

最
近
の
一
週
間 

 
 
 
 

 
 

山
本 

高
行 

私
は
２
級
の
精
神
障
害
者
で
、
解
り
易
く

言
う
と
鬱
病
で
す
。
１０
年
く
ら
い
前
に
な

り
ま
す
が
、
よ
く
あ
る
仕
事
上
の
人
間
関
係

で
良
く
言
え
ば
真
面
目
。
悪
く
言
え
ば
融
通

が
利
か
な
い
タ
イ
プ
の
人
間
な
の
で
上
司
や

周
り
と
も
馴
れ
合
い
に
な
れ
ず
自
分
を
追
い

込
ん
だ
結
果
で
す
。 

 

そ
れ
か
ら
具
合
は
ま
す
ま
す
悪
く
な
り
、

人
が
大
勢
い
る
と
こ
ろ
に
行
け
な
く
な
っ
た

り
、
考
え
方
も
自
暴
自
棄
に
な
り
ま
し
た
。 

早
く
に
両
親
が
亡
く
な
り
、
他
人
様
と
関

わ
る
し
か
自
分
が
助
か
る
道
は
無
い
と
思
っ

た
の
で
す
が
、
今
は
薬
で
病
気
を
抑
え
こ
ん

で
る
為
、
何
と
か
均
衡
を
保
っ
て
い
ら
れ
ま

す
。 

 

そ
れ
と
数
年
前
に
脳
梗
塞
で
顔
面
麻
痺
に

な
り
ま
し
た
が
、
病
気
が
発
覚
す
る
前
か
ら

兆
候
は
あ
り
ま
し
た
。 

 

心
と
身
体
が
壊
れ
て
し
ま
っ
た
為
、
今
は

生
活
保
護
と
障
害
者
手
当
で
生
き
て
い
ま

す
。
お
そ
ら
く
現
役
復
帰
は
難
し
い
で
し
ょ

う
。
で
す
が
、
ず
っ
と
引
き
篭
も
り
に
も
な

っ
て
ら
れ
ま
せ
ん
か
ら
、
最
低
限
動
け
る
範

囲
で
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
リ
ハ
ビ
リ
に
も
な
る
の
で
、
無
理
の
な

い
範
囲
で
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
け
た
ら

な
と
思
っ
て
い
ま
す
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世
一
緒
で
は
、
障
害
や
病
気
そ
の
他
の
状
況
に
よ
る
働
き
づ
ら
さ
を
、
他
の
人
々
と
共
有
し
生
き
る
た
め
に
し
て
生
き
る
た
め
に
、
世
一
緒
に
関
わ
っ
て
い
る

人
た
ち
を
「
ス
タ
ッ
フ
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
サ
ポ
ー
タ
ー
（
非
常
勤
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
の
支
え
を
受
け
て
、
世
一
緒
の
当
番
（
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
実
習
）
や
「
語

る
会
」、
身
近
な
地
域
で
必
要
と
さ
れ
る
仕
事
（
花
壇
整
備
、
除
草
、
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
）
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
等
も
し
て
い
ま
す
。
元
ス
タ
ッ
フ
等
か
ら
の
近
況

報
告
も
紹
介
し
ま
す
。
そ
の
後
せ
ん
げ
ん
台
に
就
労
移
行
支
援
・
就
労
継
続
支
援
B
型
多
機
能
事
業
所
「
世
一
緒
」
が
開
所
し
ま
し
た
。
こ
ち
ら
は
制
度
に
よ

り
定
め
ら
れ
た
職
員
が
お
り
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
当
会
は
定
め
ら
れ
た
支
援
も
ち
ろ
ん
、
自
主
事
業
の
世
一
緒(

越
谷)

と
連
携

し
て
、
多
様
な
就
労
や
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
を
支
援
し
地
域
で
共
に
生
き
る
輪
を
拡
げ
て
ゆ
き
ま
す
。 

ぎ
ま
で
の
仕
事
を
初
め
て
経
験
し
て
い
る

の
で
1
日
終
わ
る
の
が
、
と
て
も
早
い
で

す
。
で
も
強
い
気
持
ち
を
持
っ
て
も
う
少

し
だ
け
頑
張
っ
て
み
ま
す
!! 

   
 
 
 

 
 
 

 
 

 

吉
原 

広
子 

 

昨
年
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
ヘ
ル
パ
ー
資

格
を
取
得
し
よ
う
と
、
通
っ
た
初
任
者
研

修
と
実
務
者
研
修
講
座
。
初
任
者
研
修
で

は
、
こ
れ
か
ら
働
こ
う
と
い
う
方
々
ば
か

り
だ
っ
た
の
で
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
行
っ

た
り
、
施
設
や
企
業
で
の
研
修
が
あ
っ

た
。
そ
の
時
に
訪
れ
た
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

が
、
明
る
い
雰
囲
気
で
、
利
用
さ
れ
て
る

方
々
も
明
る
く
過
ご
さ
れ
て
帰
ら
れ
て
る 

い
ナ
ー
と
就
職
希
望
を
出
し
て
み
た
ら
、

面
接
に
合
格
。 

 

最
初
の
二
カ
月
間
は
、
午
前
中
風
呂
介

護
、
午
後
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
手
伝
い

等
に
お
わ
れ
な
が
ら
も
、
笑
顔
で
毎
日
毎

日
同
じ
内
容
を
話
さ
れ
る
方
や
「
い
え
い

え
、
そ
ん
な
事
ま
で
し
て
頂
い
た
ら
、
申

し
訳
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
等
」
丁
寧
に
物
腰

柔
く
話
さ
れ
る
方
や
ご
自
身
の
名
字
の
凄

さ
を
話
さ
れ
る
方
の
話
を
毎
日
毎
日
聞
き

な
が
ら
、
他
の
方
々
の
こ
ん
な
仕
事
を
し

て
た
等
の
話
を
聞
き
楽
し
い
時
間
を
頂
き

ま
し
た
。 

二
〇
二
四
年
五
月
一
六
日
発
行
（
毎
月
十
二
回 

二
と
四
と
六
と
八
の
日
） 

通
巻
五
四
八
六
号 

一
九
九
四
年
八
月
二
十
四
日
第
三
種
郵
便
承
認 

 

頒
価 

二
〇
〇
円 

発
行
人 

埼
玉
県
障
害
者
団
体
定
期
刊
行
物
協
会 

〒
３
３
３‐

０
８
５
１ 

川
口
市
芝
新
町
十
五―

九 

ア
ス
テ
ー
ル
藤
野
１
Ｆ 

⑩ 

み
じ
か
な
話
し 

 
仕
事
は
辛
い
け
ど
…
… 

資
格
転
じ
て 

 

自
己
紹
介
と
近
況
報
告 


